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巡検

A02班の巡検企画
東京大学 大気海洋研究所

  山口 飛鳥

　A02構造解剖班では、沈み込み帯のSlow-to-Fast地震発生

帯の実態に関して共通の認識を得るべく、2023年度に3回の

野外巡検を企画しました。5月12-16日の紀伊半島巡検（案内

者：志村侑亮さん、参加者20名）では、紀伊半島を横断し、

白亜紀のプレート境界を深部から浅部に横切る形でさまざま

な岩石と変形構造を観察しました。また南紀熊野ジオパーク

の露頭見学も行いました。7月14-16日の延岡巡検（案内者：

大坪 誠さん・山口、参加者18名）では、過去の巨大分岐断層

である延岡衝上断層の露頭の前で，様々な視点から沈み込み

帯での亀裂発生や流体移動などの議論を行いました。A01班

と合同で行った11月24-26日の牟岐・室戸巡検（案内者：橋

本善孝さん・藤内智士さん・山口、参加者20名）では、四万

十帯牟岐メランジュや室戸岬周辺の堆積岩・火成岩を観察

し、プレート境界のSlow・Fastの変形からテクトニクスまで

議論を行いました。いずれの巡検も、中堅・若手を中心にベ

テランや学生、複数の公募研究代表者が参加し、フィール

ド・実験・観測・理論など多様な観点から議論が盛り上がっ

ただけでなく、参加者間の親睦も深まりました。

南紀熊野ジオパークセンターでの講演会開催
 建築研究所 国際地震工学センター

北 佐枝子

　A02班のメンバーによる「南紀熊野ジオパークとの協
働」の一環として、2023年1月16日に紀伊半島の最南端
に位置する串本町の南紀熊野ジオパークセンターにて、下
記のように第６回南紀熊野ジオパークセンター講演会が開
催されました。今回はA02班研究分担者の北が講演会の講
師を担当し、「スロー地震とスラブ内地震と海溝型巨大地
震」というタイトルで、地震の基礎から2021年に出版さ
れた論文の内容まで、約40名程度の方に1時間ほど解説い
たしました。現地会場にはジオパークガイドに勤められて
いる方の講演会参加も多く、活発な質疑応答の機会もいた
だくことができました。講演に際して手話通訳や要約筆記
のサポートもあり（写真）、南海トラフ地震の備えに向け
ての啓発情報周知に幅広く心をくばる地元自治体の真摯な
姿勢も知ることができました。講演会を実現するにあた
り、ご調整・ご尽力いただきました皆様に深く御礼申し上
げます。

開催形態：対面形式での開催（手話通訳・要約筆記あり）
共催：和歌山県立南紀熊野ジオパークセンターおよび
Slow-to-Fast地震学
後援：国立研究開発法人建築研究所
領域からの本企画メンバー：本郷宙軌（A02班）、北佐枝子
（A02班）、山口飛鳥（A02班長）

南紀熊野ジオパークセンターでの講演会の様子（2023年1月16日開催）

7月延岡巡検、延岡衝上断層前での参加者集合写真

講演会






